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健全な財政を堅持 改革の成果表れる 9月
定例会報告

全議案可決・認定
（報告４件も全て承認）

会　期
8月26日㈭ ～ 9月15日㈬

（21日間）

市長提出議案：19件
議員提出議案： ２件

5億3,966万円余の黒字決算に
令和２年度能美市一般会計歳入歳出決算認定について

　令和２年度能美市一般会計の決算は、歳入総額296億4,051万
7,857円に対し、歳出総額288億2,769万2,974円となり、
歳入歳出差引額から翌年度への繰り越し財源を差し引いた実質
収支額は、５億3,966万8,035円の黒字決算となりました。

※金額は1万円未満を切り捨てて表示

決算の詳細は
能美市HPで

事
業
目
的
の
達
成
度
合
い
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か

２
０
２
０
年
度
末
に
お
け
る
「
定

住
促
進
助
成
交
付
金
制
度
の
活
用

に
よ
る
市
外
か
ら
の
累
計
申
請
件

数
」
の
累
計
目
標
値
を
６
６
９
件

と
し
て
お
り
、
実
績
で
は
累
計
６

７
９
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
達
成

度
合
い
は
概
ね
順
調
と
考
え
て
い

る
。

住
宅
取
得
や
レ
ン
タ
カ
ー
利
用

へ
の
補
助
金
で
定
住
を
促
進

３
６
８
０
万
円

A Q

能美市商工女性まちづくり研究会による移動販売の様子

文字起こしが自動で行われる

定
住
促
進
助
成

交
付
金
事
業
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決算審議

総務産業常任委員会 / 予算決算総務産業分科会　　　教育福祉常任委員会 / 予算決算教育福祉分科会　　　予算決算常任委員会総 教 予

令和
２年度
決算

予

移
住
者
ま
た
は
Ｕ
タ
ー
ン
者
に
レ

ン
タ
カ
ー
代
を
６
か
月
分
補
助
す

る
事
業
の
実
績
が
な
い
よ
う
だ

が
、
見
直
し
は
考
え
て
い
る
の
か

東
京
圏
か
ら
市
内
に
移
住
し
、
か

つ
複
数
の
条
件
に
該
当
す
る
者
が

対
象
者
で
あ
っ
た
た
め
、
実
績
は

な
い
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
近
隣

の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
す

る
。

A Q

総

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
数
と

フ
リ
ー
パ
ス
券
の
申
請
者
数
は

令
和
２
年
度
に
お
け
る
自
主
返
納

者
は
１
５
２
名
、
フ
リ
ー
パ
ス
券

の
申
請
者
は
１
０
７
名
で
、
自
主

返
納
者
の
70
・
４
％
の
方
が
申
請

を
行
っ
て
い
る
。

満
70
歳
以
上
の
自
主
返
納
者
に

「
の
み
バ
ス
」
フ
リ
ー
パ
ス
券

２
３
４
万
円

Q 高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業

教

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
助
成
券
の

利
用
状
況
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
か

助
成
券
の
使
用
率
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
が
36
・
３
％
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
令
和
２
年
度
で
は

34
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

重
度
障
が
い
者
の
タ
ク
シ
ー

利
用
の
一
部
を
助
成

１
５
３
万
円

A AQ 福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
助
成
事
業

教

そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
団
体
で
ど
ん
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
の
か

フ
ァ
ン
ド
に
採
択
さ
れ
た
団
体

は
、
６
団
体
・
７
つ
の
事
業
で
あ

る
。
下
ノ
江
さ
さ
え
あ
い
隊
・
粟

生
リ
ン
ク
の
和
・
松
が
岡
ク
ラ

ブ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
す
け
愛
が
、

移
送
や
買
い
物
等
の
支
援
を
し
て

い
る
。
オ
ア
シ
ス
つ
る
し
ん
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
た
す
け
愛
が
、
地
域
サ

ロ
ン
を
開
催
し
て
い
る
。
能
美
市

商
工
女
性
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

が
、
商
店
の
少
な
い
地
域
で
移
動

販
売
を
行
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ン
ド
の
構
築
で
地
域
福
祉

の
互
助
活
動
を
強
化

１
億
５
０
０
０
万
円

A Q の
み
地
域
力
強
化
支
援

フ
ァ
ン
ド
創
設
事
業

予

Ａ
Ｉ
議
事
録
の
対
象
会
議
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か

あ
ら
ゆ
る
会
議
が
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
精
度
が
高
く
、
会
議
録
作

成
業
務
の
軽
減
の
た
め
に
大
い
に

活
用
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
の
導
入
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
で
業
務

の
省
力
化
・
効
率
化
を
図
る

２
３
８
万
円

A Q Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ

推
進
事
業

総

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
の
効
果
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

今
後
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
を

継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
メ

ン
タ
ル
面
に
関
す
る
知
識
を
職
員

に
浸
透
さ
せ
、
自
分
自
身
だ
け
で

は
な
く
、
職
場
の
メ
ン
バ
ー
の
心

の
健
康
に
も
気
を
配
り
、
心
身
と

も
に
健
康
で
明
る
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

職
員
の
素
質
向
上
を
目
的
に

職
階
に
応
じ
た
研
修
を
実
施

３
４
万
円

Q 人
材
育
成
研
修
費

総

今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
入
所

者
を
増
や
し
て
い
く
の
か

現
在
は
高
齢
者
の
入
所
施
設
と

な
っ
て
い
る
が
、
障
が
い
の
あ
る

方
も
利
用
が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
る
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
健
康
で
明

る
い
生
活
を
営
め
る
よ
う
支
援

２
１
８
８
万
円

A AQ 生
活
支
援
ハ
ウ
ス

運
営
委
託
事
業教

申請すると3年間交付される
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採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの
自己の意見を表明することです。

「私は賛成 / 反対します」
討論とは

令和２年度能美市一般会計
歳入歳出決算認定について 

新型コロナ対策が不十分新型コロナ対策が不十分

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

（○：賛成、●：反対、欠：欠席）※議長は採決を行いません

杉
田

　隆
一

近
藤

　啓
子

東

　
　正
幸

米
田

　敏
勝

倉
元

　正
順

居
村

　清
二

南
山

　修
一

嵐

　
　昭
夫

開
道

　昌
信

田
中
策
次
郎

田
中
大
佐
久

山
本

　
　悟

仙
台

　謙
三

北
村

　周
士

佐
伯
富
美
子

卯
野

　修
三

山
下

　
　毅

今
尾

　晃
司

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

令和２年度能美市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について
　1億811万6,956円の黒字決算

令和２年度能美市一般会計歳入歳出決算認定について
　5億3,966万8,035円の黒字決算

令和２年度能美市工業用水道事業会計決算認定について
　2,177万1,316円の黒字決算

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書
　国に対し、地方税制の充実確保を要望するもの

令和２年度能美市水道事業会計決算認定について
　1億3,869万883円の黒字決算

令和２年度能美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について
　61万4,681円の黒字決算
令和２年度能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について
　1億3,459万1,354円の黒字決算

討　論

大規模なＰＣＲ検査や困窮世帯への手当な
ど、もっと基金を取り崩し、市独自の新型コ
ロナ対策を行うべきであった。

日本共産党　佐伯 富美子

討
論

反
対

財政状況は十分に健全財政状況は十分に健全
ここ数年の全庁を挙げた行財政改革、体質改
善の成果が表れており、市の財政は十分に健
全な状態を堅持している。

開道 昌信

討
論

賛
成

令和２年度能美市水道事業会計
決算認定について

水道料金が高くて大変水道料金が高くて大変
３年連続で水道料金が値上げされたが、水道
事業は市民の命をつなぐ福祉事業であり、値
上げには反対する。

　日本共産党　佐伯 富美子

討
論

反
対

住民への増税につながる住民への増税につながる
住民への負担増で地方財源を確保するのでは
なく、大企業や富裕層への優遇など不公平を
正す税制改正こそが必要である。

日本共産党　近藤 啓子

討
論

反
対

適正に執行されている適正に執行されている
事業目的達成のために適正に執行されている
ことから、これに賛同する。

開道 昌信

討
論

賛
成

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」を可決 

国に対し、令和４年度地方税制改正に向け、下記の事
項を強く要望するもの。※一部抜粋

・社会保障関係経費の十分な総額を確保すること
・環境性能割の臨時的軽減を再延長しないこと
・炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、
　その一部を地方に税源配分すること

新型コロナ・交通事故等の対策を強化
令和３年度能美市一般会計補正予算（第３号）

　今回の補正予算では、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ
６億6,000万円を追加し、新型コロナウイルス感染症対策や
交通事故対策をさらに強化するなどの予算が編成されました。

補正予算の詳細は
能美市HPで

※金額は1万円未満を切り捨てて表示

宿泊需要の回復と能美市の魅力発信を

PICK UP 02

補正予算

北
陸
３
県
へ
の
販
売
促
進
に
つ
い

て
、
ア
ナ
ロ
グ
・
デ
ジ
タ
ル
で
の

具
体
的
な
方
法
を
問
う

市
内
旅
行
会
社
や
宿
泊
施
設
に
よ

る
独
自
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
石
川
・
富
山
・
福

井
各
店
舗
で
の
チ
ラ
シ
設
置
な
ど

を
実
施
し
、
事
業
の
周
知
を
行

う
。

市
内
宿
泊
施
設
の
利
用
で
最
大

５
０
０
０
円
分
の
特
典 １

６
０
０
万
円

経
済
対
策

A Q 能
美
市
で
能
ん
美
り
宿
泊

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

の
　
　
　
び

新 規

予

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
ま
ら
な
い

な
か
、
中
止
も
あ
る
の
か

石
川
県
の
感
染
状
況
等
に
関
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
に
お
い
て

ス
テ
ー
ジ
２
「
感
染
拡
大
警
報
」

以
上
が
続
く
場
合
、
本
事
業
の
開

始
は
見
合
わ
せ
る
。

A Q

予

ドライバーに注意喚起

小
学
校
の
通
学
路
に
つ
い
て
対
策

を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
中
学
校
の
通
学
路
に
つ
い
て

は
ど
う
か

様
々
な
方
の
意
見
を
踏
ま
え
、
交

通
安
全
の
対
策
を
適
宜
行
っ
て
い

き
た
い
。

緊
急
性
の
高
い
箇
所
に
路
面

標
示
や
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
を
設
置

４
０
０
万
円

交
通
事
故
対
策
の
強
化

A Q 交
通
安
全
対
策
施
設
整
備
事
業

拡 充

総

電
柱
看
板
の
設
置
に
あ
た
り
、

電
柱
使
用
料
は
発
生
す
る
の
か

電
柱
使
用
料
も
含
め
、
設
置
費
用

や
広
告
費
用
等
で
１
か
所
あ
た
り

税
込
１
万
３
７
５
０
円
の
経
費
が

か
か
る
。

交
通
事
故
の
未
然
防
止
の
た
め

電
柱
看
板
で
交
通
安
全
を
啓
発

２
２
０
万
円

交
通
事
故
対
策
の
強
化

A Q 交
通
安
全
啓
発
活
動
費

拡 充

教

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
医
療
・
介
護
・
生
活

支
援
と
は
具
体
的
に
ど
ん
な
シ
ス

テ
ム
な
の
か

医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
に
携
わ

る
人
が
適
切
な
ア
ク
セ
ス
制
御
の

も
と
、
支
援
が
必
要
な
市
民
の
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ

と
り
に
あ
っ
た
適
切
な
ケ
ア
が
切

れ
目
な
く
受
け
ら
れ
る
環
境
を
構

築
す
る
体
制
で
あ
る
。

Ｄ
Ｘ※

に
よ
る
情
報
連
携
基
盤

構
築
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

４
９
５
０
万
円

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

A Q 医
療
介
護
連
携
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

新 規

予

※デジタルトランスフォーメーション（DX）：デジタルテクノロジーを駆使して、
　経営や事業の在り方、生活や働き方を変革すること
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